
ハ ン ズ オ ン お よ び チ ュ ー ト リ ア ル セ ッ シ ョ ン  

会 場 ： 11 号 館 1 0 8 教 室 （ H 5 の み 8 号 館 8 3 4）  

※ 大 会 参 加 費 が 必 要 （ 有 料 ） で す  

※ 要 事 前 申 込 （ 空 席 が あ る 場 合 は 当 日 可 ）  

申 込 先 等 は 、 各 項 の 文 末 参 照  

ハ ン ズ オ ン … H  チ ュ ー ト リ ア ル … T  

【 20 日 （ 土 ） 開 催 】  

H 1   9： 0 0～ 1 0： 4 0「 Q G I S ハ ン ズ オ ン 」  

T 2   1 4： 0 0～ 1 8： 0 0  

「 m a p i l l a r y＆ O p e n S t r e e t M a p に よ る ﾏ ｲ ｸ ﾛ ﾏ ｯ ﾋ ﾟ ﾝ ｸ ﾞ」  

【 2 1 日 （ 日 ） 開 催 】  

H 3    9： 0 0～ 1 1： 0 0「 わ か り や す い 地 図 の 作 り 方  

H 4   1 2： 2 0～ 1 4： 0 0「 S f M 写 真 測 量 に よ る マ ッ ピ ン グ 」  

H 5   1 4： 2 0～ 1 6：0 0「 P y t h o n を 使 っ て 作 業 の 効 率 化 を 図 ろ う ！ 」 

 

 

【 2 0 日 （ 土 ） 開 催 】  

◆ H1  Q G I S ハ ン ズ オ ン  ◆  

    オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 大 伴 真 吾  

（ 朝 日 航 洋 株 式 会 社 / F O S S 4 G 分 科 会 ）  

2 0 日 （ 土 ） 9： 0 0～ 1 0： 4 0  ／  1 1 号 館 1 0 8  

世 界 的 に 普 及 し て い る オ ー プ ン ソ ー ス デ ス ク ト ッ プ G I S  Q G I S の

基 本 的 な 操 作 を 中 心 と し た ハ ン ズ オ ン を 行 い ま す 。 こ れ か ら G I S を

始 め る 方 、 こ の 機 会 に Q G I S を 使 っ て み た い 方 、 あ る い は 、 Q G I S の

可 能 性 を 探 り た い 方 に お 薦 め で す 。  

使 用 す る Q G I S の バ ー ジ ョ ン は 3 . 2 を 予 定 し て お り ま す が 、当 日 ま

で に 新 し い 製 品 が リ リ ー ス さ れ て い れ ば そ れ を 使 用 い た し ま す 。  

な お 、こ の ハ ン ズ オ ン 時 の 説 明 は W i n d o w s 版 Q G I S を 使 用 い た し ま

す 。そ の 他 の O S の Q G I S の サ ポ ー ト が で き な い 場 合 が あ り ま す の で 、

あ ら か じ め ご 了 承 く だ さ い 。  

参 加 を 希 望 さ れ る 方 は 、 テ キ ス ト を 準 備 す る 都 合 で 、 事 前 申 込 を

行 っ た 上 で 、当 日 は Q G I S を イ ン ス ト ー ル し た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー

タ の 持 参 を お 願 い い た し ま す 。 会 場 の 席 に 空 き が あ る 場 合 に は 、 飛

び 入 り 参 加 も 歓 迎 い た し ま す 。  

申 込 お よ び お 問 合 せ 先 ： h t t p s : / / g o o . g l / f o r m s / T u f l l y 0 L I g 5 c C a q E 3  

https://goo.gl/forms/Tuflly0LIg5cCaqE3


◆ T2   m a p i l l a r y＆ O p e n S t r e e t M a p に よ る ﾏｲ ｸ ﾛ ﾏ ｯ ﾋ ﾟ ﾝ ｸ ﾞ  ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 西 村 雄 一 郎  

（ 奈 良 女 子 大 学 / O S G e o 財 団 日 本 支 部 / O S M F J）  

2 0 日 （ 土 ） 1 4： 0 0～ 1 8： 0 0／ 1 1 号 館 1 0 8  

オ ー プ ン な 地 理 情 報 に 対 す る 社 会 的 な 必 要 性 が 高 ま る 中 、 そ れ ら

を 市 民 が 自 ら 作 成 す る V G I（ ボ ラ ン タ リ ー な 地 理 情 報 ） へ の 注 目 が

高 ま っ て い る 。 こ の 企 画 で は 、 前 回 の G I S 学 会 の ハ ン ズ オ ン セ ッ シ

ョ ン 行 っ た「 O p e n S t r e e t M a p マ ッ ピ ン グ パ ー テ ィ i n  宮 城 大 学 」の 続

編 と し て 、 オ ー プ ン な ス ト リ ー ト ビ ュ ー 作 成 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る

m a p i l l a r y と V G I の 世 界 的 ・ 中 核 的 プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ で あ る

O p e n S t r e e t M a p を 連 携 さ せ 、 双 方 の デ ー タ 作 成 ・ 編 集 を 行 う ハ ン ズ

オ ン を 実 施 す る 。特 に 、「 マ イ ク ロ マ ッ ピ ン グ 」と い う 一 般 の 地 図 で

は 描 か れ る こ と の 少 な い ミ ク ロ ス ケ ー ル の 地 物 の 地 理 情 報 の 作 成 を

目 指 し た マ ッ ピ ン グ パ ー テ ィ を 実 施 し 、 障 が い 者 の 移 動 に と っ て 必

要 な 情 報 の 収 集 を 行 う 。  

申 込 お よ び お 問 合 せ 先 ：  n i s s y _ y u @ c c . n a r a - w u . a c . j p  

 

 

【 2 1 日 （ 日 ） 開 催 】  

◆ H3  わ か り や す い 地 図 の 作 り 方  ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 桐 村 喬 （ 若 手 分 科 会 /教 育 委 員 会 ）  

2 1 日 （ 日 ） 9： 0 0～ 1 1： 0 0／ 1 1 号 館 1 0 8  

誰 で も 手 軽 に G I S を 使 え る よ う に な り 、 様 々 な 分 野 の 研 究 論 文 で

G I S で 作 っ た 地 図 が 使 わ れ て い ま す 。 ま た 、 論 文 だ け で な く 、 日 常

生 活 の 様 々 な 場 面 で も G I S で 作 っ た 地 図 を 見 る 機 会 が 増 え て い ま す 。

G I S の 操 作 手 順 を 間 違 わ な け れ ば 地 図 が 作 れ ま す が 、 ど ん な ふ う に

表 現 す れ ば 地 理 情 報 を 適 切 に 表 現 で き て 、 意 図 を 正 確 に 伝 え る こ と

が で き る の か 、 と い っ た 技 術 や 知 識 は 、 地 図 に 関 す る 専 門 的 な 教 育

を 受 け な い と な か な か 身 に 付 け る こ と は で き ま せ ん 。  

こ の セ ッ シ ョ ン で は 、 G I S を 使 う 上 で 陥 り が ち な よ く あ る 失 敗 に

注 目 し な が ら 、わ か り や す く 、適 切 な 地 図 の 作 り 方 に つ い て 紹 介 し 、

地 図 表 現 に 関 す る 基 礎 知 識 を 身 に 付 け る こ と を 目 標 に し ま す 。 取 り

扱 う 内 容 は 、 地 域 ・ 用 途 に 応 じ た 投 影 法 の 選 び 方 や 階 級 区 分 図 で の

色 ・ ハ ッ チ の 使 い 方 、 カ ル ト グ ラ ム の 活 用 法 な ど で 、 こ れ ら に 留 意

し な が ら 実 際 に G I S ソ フ ト で 地 図 を 作 っ て い き ま す 。 な お 、 利 用 す

る G I S ソ フ ト は A r c G I S ま た は Q G I S で す（ ど ち ら で も 参 加 で き ま す ）。 



申 込 先 ：  h t t p s : / / g o o . g l / f o r m s / c p Q V E Q A 3 M v d t K g b 8 3  

お 問 合 せ 先 ：  t - k i r i m u r a @ k o g a k k a n - u . a c . j p  

必 要 な も の ：   

A r c G I S（ A r c M a p） ま た は Q G I S が イ ン ス ト ー ル さ れ た P C  

      ※ E S R I ジ ャ パ ン 株 式 会 社 の ご 協 力 に よ り 、A r c G I S に つ い て は 、

講 習 会 用 の 一 時 的 な 無 料 ラ イ セ ン ス も ご 用 意 で き ま す 。  

※ 電 源 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 に つ い て は 会 場 で 用 意 し ま す 。  

定 員 ：  2 0 名  

※ G I S の 基 本 操 作 を 習 得 済 み の 方 （ 非 会 員 の 方 も 参 加 可 能 ）  

 

 

◆ H4   S f M 写 真 測 量 に よ る マ ッ ピ ン グ  ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 内 山 庄 一 郎 （ 防 災 科 学 技 術 研 究 所 ）  

2 1 日 （ 日 ） 1 2： 2 0～ 1 4： 0 0／ 1 1 号 館 1 0 8  

S f M（ S t r u c t u r e  f r o m  M o t i o n） 写 真 測 量 と は 複 数 の 写 真 か ら 被 写

体 の 形 状 を 復 元 す る 技 術 で す 。 特 に 、 無 人 航 空 機 （ ド ロ ー ン ） に よ

る 撮 影 と 調 和 的 で す 。S f M 写 真 測 量 に よ り 、オ ル ソ モ ザ イ ク 画 像（ 写

真 地 図 ） や D S M（ 数 値 表 面 モ デ ル ） を 作 成 す る こ と が で き ま す 。 ハ

ン ズ オ ン で は 、 技 術 の 概 要 と 使 い こ な す コ ツ を 解 説 し 、 写 真 の 撮 影

か ら オ ル ソ モ ザ イ ク 画 像 の 出 力 ま で の 最 も 基 礎 的 な 一 連 の 作 業 を 行

い ま す 。  

申 込 お よ び お 問 合 せ 先 ：  u c h i y a m a @ b o s a i . g o . j p  

当 日 持 参 す る も の ：  ノ ー ト P C（ W i n / m a c） と 電 源 ア ダ プ タ  

 

 

◆ H 5   P y t h o n を 使 っ て 作 業 の 効 率 化 を 図 ろ う ！  ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 土 田 雅 代 （ E S R I ジ ャ パ ン 株 式 会 社 ）  

講 師 ： 福 井 智 康 、 丸 山 誠  ( E S R I ジ ャ パ ン 株 式 会 社 ）  

2 1 日 （ 日 ） 1 4： 2 0～ 1 6： 0 0／ 8 号 館 8 3 4  

P y t h o n を 利 用 す る こ と で 、A r c G I S の G U I 上 で 行 っ て い る 反 復 的

な 作 業 を プ ロ グ ラ ム で 自 動 化 す る こ と が で き ま す 。P y t h o n を 使 用

し て A r c G I S で ど ん な こ と が で き る か 知 り た い 方 、 ま た 、 p y t h o n

の ア ド イ ン を 作 成 し て み ま せ ん か ？  

当 日 は 、 A r c G I S が イ ン ス ト ー ル さ れ た 首 都 大 学 東 京 の P C 教 室

を 利 用 し ま す 。 筆 記 用 具 の み お 持 ち く だ さ い 。  

申 込 お よ び お 問 合 せ 先 ：  m a s a y o _ t s u c h i d a @ e s r i j . c o m  


